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化学品管理に関わる活動概要
化学品管理を自主管理活動、規制対応についてはリスクに基づく管理という観点
を踏まえて、会員企業の事業を支援

 国内外化学品規制への適切な対応

 会員への支援

• 国内外規制動向に関して詳細な情報収集と解析を行い、会員へのタイムリーな情報発信と
会員意見の収集を実施

• 実効性のある合理的な法規制に向けた意見具申を実施

• 化学品管理ネットなどを用いた化学品管理情報の伝達
• 人材育成を踏まえた各種セミナー等の実施（ケミカルリスクフォーラムなど）
• 化学品管理に関する課題への科学的対応として、長期自主研究（LRI）による研究
活動の支援

 産業界の自主的取組みの推進
• リスクに基づく化学物質管理を促進する観点から、ICCA（国際化学工業協会協議会）
の取組みであるGPS（グローバル化学品戦略）に基づき、化学物質の安全性要約書
作成の普及・推進に向けた活動を実施（リスク評価支援ポータルサイト「JCIA BIGDr」の
活用促進、混合物リスク評価法の普及、等）

• ASEANを中心に海外での事業展開ニーズに適応した化学品管理に関連したキャパシテイ
ビルデイング支援 3
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国内外化学品規制への的確な対応

国内法ＷＧ

海外法ＷＧ

 地域・分野に分け、活動（規制動向に関する情報収集と解析）
 実効性のある合理的な法規制に向けた意見具申
 規制への的確な対応支援

 ケミカルリスクフォーラム
 リスクアセスメントセミナー
 アジア地域へのキャパシティビルディング活動

 サプライチェーン・コミュニケーション
 「GPS/JIPS安全性要約書」の推進
 JCIA BIGDrの開発・公開

人材育成・能力開発支援

 化学物質の安全性研究の支援（LRI活動）
技術開発支援

リスク評価・情報伝達支援

WG: Working Group
GPS: Global Product Strategy
JIPS: Japan Initiative Product Stewardship
LRI: Long-range Research Initiative

活動例

活動例



人材育成・能力開発支援の例
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 ケミカルリスクフォーラム

化学物質のリスク評価ができる実務担当者を養成するため、
2002年に「ケミカルリスク研究会」を発足、2008年からは
「ケミカルリスクフォーラム」と改称して、リスク評価のための
広範な知識や技術の習得を支援しています。

 リスクアセスメントセミナー
2022年度は改正安衛法で義務付けられた化学物質の
作業者リスクアセスメントに対応した実践的なリスク
アセスメント手法をご理解いただくためセミナーを開催しました。

 アジア地域へのキャパシティビルディング活動
国際化学工業協会協議会（ICCA）等の取組みとして、
ASEAN各国へ化学物質のリスク管理やGHS導入支援を
行っています。

https://chemrisk.org/contents/code/crf
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リスク評価・情報伝達支援の例
 JCIA BIGDrについて https://www.jcia-bigdr.jp/jcia-bigdr/top

化学品のリスクに関する情報を安全性要約
書（GSS）で一般公開し、その情報に基づ
いた管理によりサプライチェーン全体で化学品
のリスクを最小化するための取り組みを進めて
おります（WSSD2020年目標）

情報伝達

https://www.jcia-bigdr.jp/jcia-bigdr/material/icca_material_list

調査、リスク評価、安全性要約書*作成の一連の作業をワンストップで実施できる化学物質リス
ク評価支援ポータルサイトです。

*
1トン/年以上が全世界で（商業的に）販売または輸送される物質
１トン/年未満だが、ヒト健康や環境に対し重大な脅威を生じるもの

抜粋（https://www.nikkakyo.org/sites/default/files/RA2.pdf）
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LRI活動
• 化学物質が人の健康や環境に及ぼす影響に関する研究を
長期的に支援する国際的な取組み

• 1999 年当時、環境ホルモン（内分泌かく乱物質）問題が
契機となり、ICCA （国際化学工業協会協議会）がグロー
バルな自主活動としてスタートした研究助成事業

• 現在は日米欧三極の化学工業会（日化協、ACC（米国化学工業協会）、Cefic（欧州化
学品工業連盟））の協力の下、“社会のニーズに応える”という観点で安心・安全につながる
研究の支援、課題解決に取組んでいる。

https://icca-chem.org/focus/chemicals-
management/long-range-research-initiative/

2022年度日化協の取り組み

2023年度募集研究テーマ（2022.11.07～2022.12.14）

https://www.j-lri.org/003-1_1.html

https://www.j-lri.org/index.html
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EU規制トレンドへの対応の例
動物実験代替法へのシフト

EU CSSで取り上げられるなど化学品規制への活用に向けた
国際的潮流

日化協ではLRI活動を通じ、研究開発を支援

https://www.j-lri.org/files/002-
5_1/2022_ICCA-LRI-
Workshop.pdf

国際ワークショップを日本開催（ハイブリッド）

報告書を公開
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人材育成の重要性

化学品規制・自主管理  専門家の育成  次世代の育成
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化学品規制・技術開発のトレンド 人材育成
• UNEA5.2決議“Sound Management on Chemicals and

Waste”に基づく国際議論
• ポストSAICMへの対応
• 規制対応・自主管理
• is silico, in vitro技術の活用（毒性予測・評価）

• 正しく規制対応できる専門知識
• 正しくリスク管理できる専門知識（例：有害性、保護具）
• 正しく毒性評価できる知識＊

個人的な問題意識

人材育成ポイント

 バランスの取れた対応の重要性（右図）
 世の中のトレンドに対応しつつ、必要な専門知識を有し、
次世代の道標となる専門家の育成⇒次世代への伝承

• 個体の異常を評価する機会が減少しないか？
• 評価対象は細胞ではなく、個体（ヒト・生物）
• 技術開発≠正しく技術を利用できる

in vivo
（ヒト）

被験物質 動物（臓器）による評価（組織、血液・尿、症状等）

in vivo（動物）

in vitro

毒性予測 +
in silico

細胞による評価（細胞における異常の検出）既知見
化学構造

影響評価

＊について（育成ポイントの一例）

従
来
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価
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“個体⇒個体”評価の実務経験の減少

例えば･･･
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